
地域結集型共同研究事業　追跡調査アンケート

＜中核機関用（A）＞

　○調査の目的

　○本アンケートシートについて
・各シート毎に設問が設けられています。問1から順にご回答ください。
・黄色のハッチ部分がご記入欄です
・本＜中核機関用（A）＞アンケートは、貴地域で1件のみの配布となっております。
　（貴地域を代表する立場でご回答下さい）
　なお、設問6のみ、新技術エージェント全員に別途アンケートを配布しております（＜中核機関用（B）＞
・ご回答頂きました内容は、本調査以外で利用することはございません。
・ご回答頂きましたファイルは、メールに添付の上、以下までご返信下さい
　返信先

jst-followup@mri.co.jp

　　株式会社三菱総合研究所　科学技術研究本部　技術マネジメントグループ　瀬川

　○問い合わせ先
＜調査企画＞
　・独立行政法人科学技術振興機構
　　産学連携事業本部　地域事業推進部　地域支援課
　　金子、岡本 TEL：03-5214-8448　E-mail：s2okamot@jst.go.jp
＜調査実施＞
　・株式会社三菱総合研究所
　　科学技術研究本部　技術マネジメントグループ
　　三浦、瀬川 TEL：03-3277-0502　E-mail：jst-followup@mri.co.jp

大変お忙しいところお手数をおかけ致しますが、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

本追跡調査アンケートは、地域結集型共同研究事業（以降、地域結集型事業という）の平成10年
度発足地域である、北海道、山形県、宮城県、神奈川県を対象として、研究成果の発展・活用状
況、新技術・新産業等の創出状況および地域COE構築の状況等に関して、事業終了後約3年を
経過したフェーズⅢの現状を明らかにすることを目的として実施するものです。



設問1　貴機関について

設問1-1　貴機関についてお伺いします。

以下、（1）～（3）について、ご記入ください
(1)

(2) 担当部署名

(3)

※　事前にご連絡させて頂いたIDをご記入ください。　　　（当該Excelファイルをダウンロード頂く際に用いたIDです）

→設問2へとお進み下さい

貴機関名

ID　※



設問2　コア研究室等研究機関の現状について

設問2-1　コア研究室等の研究機関の現状についてお伺いします。

コア研究室は現在どのようになっていますか？以下、（1）～（6）について、ご記入ください
(1) コア研究室の設置場所（法人名）をご記入下さい。

①

②

(2) コア研究室の規模（予算規模・部屋数等）をご記入下さい。

①

②

(3) コア研究室の人員配置をご記入下さい。

①

②

(4) コア研究室の活用状況をご記入下さい。
①

②

※年度毎の予算規模が分かる場合は、年度毎の予算規模（千円／年度）をご記入下さい。
　不明の場合は、フェーズⅡと比較して、定性的にご記入下さい。

→設問3へとお進み下さい

雇用研究員（人） 共同研究員（人）

フェーズⅡまで

フェーズⅢ

フェーズⅡまで

フェーズⅢ

予算規模について※ 部屋数等について

フェーズⅡまで

フェーズⅢ

フェーズⅡまで

フェーズⅢ



設問3　研究者ネットワーク等の現状について

設問3-1　研究者ネットワーク等の現状についてお伺いします。

ネットワーク毎に、ご記入ください（当該Sheetをコピーし、各ネットワーク1葉に作成してください）
なお、主催機関等は存在しないものの、例えばメーリングリスト等、当該事業を通じてできた研究者間のネットワークで、有効に機能したものがあれば、
それらについても、可能な範囲でご記入ください

(1) ネットワーク名称
(2)

(3) 目的 を目的に
設立

(4) 発足年（西暦） 年
(5) 構成員数

(6) 実際の活動内容

(7) 開催頻度
（回程度／年）

(8)

→設問4へとお進み下さい

ネットワークは
維持されていない（発足時に対し）

規模は縮小された

ネットワークは維持されている

主催機関等の名称
（主催者のいない場
合は、代表幹事機関
名および事務局名）

企業 行政機関・団体 大学・研究機関 合計

事業期間中 事業終了後

事業終了後のネット
ワークの状況

（いずれかに○）→

補足（特記事項等）

（発足時に対し）
規模は変わらず

（発足時に対し）
規模は拡張された



設問4　地域結集型共同研究事業等のあり方について

設問4-1　地域結集型共同研究事業等のあり方についてお伺いします。

(1)

(2)

→設問5へとお進み下さい

本事業をどのように評価します
か。

本事業以外の地域振興を目的
とした事業に対する期待や提言
をご記入下さい。



設問5　貴地域における人材育成の状況について

設問5-1　貴地域における人材育成の状況についてお伺いします。

実人数 のべ人数

(1)

(2)

(3)

(4)

※1　：現在（2006年10月時点）における人数をご記入下さい。なお（1）～（4）を兼務している方がいらっしゃる場合は、以下のルールでご記入下さい。
「実人数」覧　＝　主担当となっている役務側でカウントした数値をご記入下さい。
「のべ人数」覧　＝　兼務を行っている場合は、それぞれの役務でカウントした数値をご記入下さい。
（従って、兼務者がいない場合は、「実人数」＝「のべ人数」となります）

貴地域における人材育成の状況について補足事項等がございましたら、以下にご自由にご記入下さい。

→設問6へとお進み下さい

人数（現在）　※1 所属 どのような仕組み・取り組み
が人材の育成に貢献したと思
われますか（逆に、育成され
ていない場合、理由はどのよ
うな部分にあると思われます
か）

その他

技術移転担当者

所属

（所属の分かる方がい
らっしゃいましたら、あ
わせてご記入下さい）

産学連携担当者

知財担当者

A．貴中核機関についてお伺いします。 A．B．をあわせてお伺い致し
ます。

B．左記（A．）以外で、当該事業への参加機
関を見渡した場合についてお伺いします。

（把握できている範囲の回答で結構です）

概ねの人数（現在）

（左記A．を除き、参加
機関全体を見渡した場
合の概ねの人数をご記

入下さい）



設問6　地域結集型事業がもたらした効果等について

設問6-1　貴都道府県の地域結集型事業がもたらした効果等についてお伺いします。

各項目を5段階で評価するとどのようになりますか？　（貴都道府県の地域結集型事業が各項目に対してどの程度貢献したと思われますか？）
貴都道府県の地域結集型事業が仮に実施されなかったと仮定した場合と比較して、ご回答下さい（該当する欄に「○」をご記入ください）
なお、各項目毎に特記事項等がございましたら、各項目の右端「補足（特記事項等）」欄にご自由にご記入下さい。

区分 大きく貢
献してい
る

貢献して
いる

どちらとも
言えない

あまり貢
献してい
ない

全く貢献
していな
い

区分 大きく貢
献してい
る

貢献して
いる

どちらとも
言えない

あまり貢
献してい
ない

全く貢献
していな
い

（※1）：貴都道府県における地域結集型事業がカバーする学術分野

上記の項目以外で、貴都道府県の地域結集型事業がもたらした効果等として考えられるものがございましたら、以下にご自由にご記入下さい。

→設問6-2へとお進み下さい

社会的効果

学術的効果

当該テーマへの関心向上（国民の）

当該テーマへの関心向上（地域住民の）

経済的効果

日本の国際的地位の向上

学生教育の課題・教材の提供（人材の育成）

該当分野（※1）の若手研究者・研究志願者の増大

夢と希望を与える（国民に）

夢と希望を与える（地域住民に）

当該地域における、関連産業の集積

当該地域における、関連人材の集積

項目

補足（特記事項等）項目

地域COEの構築地域COEの
構築／新事
業・新産業
の創出

新事業・新産業の創出

補足（特記事項等）



設問6　地域結集型事業がもたらした効果等について

設問6-2　成功ポイント、および、地域COEの更なる発展に向けたフィードバックポイント等についてお伺いします。

地域COEの更なる発展に向け、成功ポイントやフィードバックポイント等がございましたら、ご記入下さい。

(1)

(2)

(3)

(4)

その他、地域COEの更なる発展に向け、ご意見・ご提言等がございましたら、以下にご自由にご記入下さい。
（苦労した点、改善点等、どのような観点からでも結構です）

→設問7へとお進み下さい

テーマ設定について

研究開発体制について

新技術エージェント等
の活動状況について

事業主体・推進主体等
の取り組み等について

成功ポイント フィードバックポイント



設問7　その他事項について

設問7-1　物品の管理・使用状況についてお伺いします。

(1) 無償貸与された物品は、管理台帳に則って適正に管理されていますか？
別紙の物品管理台帳に従って所在場所を確認して下さい。
変更の必要がある場合は、（独）科学技術振興機構に対して変更の手続きを行って下さい。

(2) 現在、無償貸与された物品は適正に使用されていますか？
別紙の物品管理台帳に使用状況・頻度を記入して下さい。

設問7-2　その他のご意見についてお伺いします。

(1)

以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。

本事業関連で、その他ご意見
等がありましたら自由にご記入
下さい。


